
平成２１年度地域資源∞全国展開プロジェクト 

『湖都・大津発着 大津エコツーリズム調査研究事業』 

 

 

事業フローは次のとおりです。 
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環境意識・観光市場の一般動向・トレンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②消費者のニーズ 

・ してほしいこと 

・ 行ってみたいところ 

・ やってみたいこと 

①サービス提供側のシーズ 

・ できること 

・ したいこと 

・ やってみたかったこと 

 

③事業化に向けた採算性・継続性などアンケート調査による分析 

・ 潜在ニーズの引き出し 

・ 仮説の検証 

クルーズ・環境学習・ウェイクボード・カヌー・ウォーターボール・ヨット・・・etc 

連携できそうな他地域の取組み・ご当地の食・モノづくり体験・・・etc 

何を売るのか？ 

誰に売れるか？ いくらで売れるか？ 

④商品コンセプトの抽出 

・ 商品価値の創造 

・ 売れる商品の組合せ 

⑤プロモーション開発 

・ メディアの活用 

・ 参画事業者販売チャネルの活用 

どうやって売るか？

22 年度モニターツアー実施へ 



具体的なステップは，次のとおりです。 

 

ＳＴＥＰ① 地域資源を探る 

日々，観光業界の第一線で活躍されている，特別委員会委員のみなさんに，

『大津エコツーリズム』というテーマにふさわしい地域資源を探索していただ

きました。 

       顧客に最も近いところから，そのニーズを汲み，今まで埋もれていたもの

を発掘することがねらいです。 

 

ＳＴＥＰ② 地域資源を磨く 

       発掘された地域資源の中には，そのままでは訪れる人々へ感動を与えるま

でに至らないものもあります。 

 そこで，提案した委員自身が，もっと自信を持って顧客へススメられるよう，

資源を再調査しました。ねらいは，商品として価値あるものへと変えていく，

つまり磨きをかけることです。そして，春夏秋冬・四季折々の大津の魅力をラ

インナップします。 

ＳＴＥＰ③ 地域資源をつなぐ 

      磨かれた地域資源は，個々には優れていますが，まだ１つの「点」でしかあ

りません。訪れる人々が大津で交流しながら，観光消費を拡大するには，「点」

では不十分といえます。「点」から「線」へ，「線」から「面」へと有機的につ

ながりあってはじめて，大津エコツーリズムのツアープログラムが成り立つと

考えられるからです。 

      そして，つながったプログラムは，一旦インターネットマーケティングで消

費者へ投げ，反応を調査します。消費者へ受入れられるもの，そうでないもの

を分別します。最終的には次年度予定の本体事業でモニターツアーを実施し，

商品化への実証実験を行ないます。 


